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研究要旨 

本研究では、痛みセンター共通問診システムの利便化を図るために、クラウド上での問診ア

プリの開発及びテストサーバでのシステム検証を行った。また、関連施設・地域連携モデル構

築のために、事前問診や日常的な活動量を取得できるスマートフォンアプリのテスト開発を行

った。取得情報の分析・学習・予測のための基礎的研究としてニューラルネットワークの性能

向上に関する研究を行い、今後連携のための検討を行った。 

 

Ａ．研究目的 

集学的医療システムを多施設で構築してい

くためには、痛みセンターを訪れる慢性痛患

者データを集約するシステムの開発が必要で

あり、これまでに研究班で、iPadを用いて来

院時に問診を行う痛みセンター共通問診シス

テムを開発し活用してきた。 

本研究では、問診のさらなる利便化を図る

ために、クラウドベースでの問診システムを

開発し、テスト運用を行う。また関連施設・

地域関連病院との連携を図ることを目的に、

紹介時に用いる問診ツールを開発する。また、

収集したデータの分析を見据えたニューラル

ネットワークモデルの基礎的研究と性能評価

を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

Ｂ-１．痛みセンター共通問診システムを

Amazon Web Services (AWS) クラウド上で構

築し、愛知医科大学痛みセンターにてテスト 

 

運用を行い，サーバの動作確認を行う。 

Ｂ-２．関連施設・地域連携モデル構築のた 

めに、来院前や紹介時に利用できるスマート

フォンアプリの開発を行う。質問紙内容とし

て「PainDETECT」「EQ-5D」「Genericスクリー

ニング」「SSS-8」を用いる。客観的指標とし

て、歩数・移動距離・睡眠時間等を端末内か

ら取得できるように設計する。開発には

Appleの提供するオープンソースフレームワ

ークである「ResearchKit」「HealthKit」を用

い、iOSを対象としたアプリをテスト開発す

る。 

Ｂ-３．収集した情報の分析・学習・予測のた

めの基礎的研究として、従来の学習モデル（自

己符号化器、ディープラーニング、イメージ

プロセッシング）を改良する手法の提案を行

い、検証を行う。 

（倫理面への配慮） 

痛みセンター共通問診システムについては、

愛知医科大学倫理委員会の承認を得て行って



いる。また、本研究での学習モデルの検証に

は擬似データを用いているため倫理的な問題

は生じない。 

Ｃ．研究結果 

Ｃ-１. クラウドベースの問診アプリの問

診画面例を図1に、データベースサーバ管理

画面例を図2に示す。愛知医科大学痛みセン

ターにて現在、300症例程度テスト運用でき

ている。 

 

図1. 問診アプリ画面 

 

図2. サーバ管理画面 

Ｃ-２．開発中のモックアップ画面を図3に示

す。デモアプリで動作確認を行い、サーバと

の連結について検証している。 

   

図 3. モックアップ画面 

Ｃ-３．自己符号化器にカオスノイズを注入す

るモデル[研究発表2-1、2-2]、機械学習アル

ゴリズム（Firefly Algorithm）に非線形写像

を付加するモデル[研究発表2-3、2-4]、画像

抽出のためにセルラーニューラルネットワー

クに２つのテンプレートを切り替えて使用す

るモデル[研究発表2-5]を提案し、その有効

性について検証した。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、クラウドベース問診アプリ及

びスマートファンアプリの開発・検証を行っ

た。また、ニューラルネットワークを用いた

新しい学習モデルの提案・検証を行った。今

後は情報セキュリティを含めより堅牢なシス

テム化を図る。また、実際に取得した問診情

報を提案した学習モデルに適用し、工学的な

アプローチによる慢性痛患者の分類・スイー

トスポットの発見を試みていく。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、AWSクラウド上での問診アプ

リの開発・テストサーバでの検証及び、関連

施設との連携のためのスマートフォンアプリ

の開発を行った。ニューラルネットワークを

用いた新しい学習モデルの提案・検証を行っ

た。 
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